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2022.8.22-28
But grow in the grace and knowledge of our Lord and Savior 
Jesus Christ. To him be glory both now and forever! Amen.   II 
Peter 3:18

礼拝メッセージフィードバック

L T G　ガイド

  
＜今日の聖書箇所は…＞

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望①神のみこころは？（信仰のあり方、希望
の約束、愛の満たしなど）の約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願②どんな思いになりましたか？（感情や願
いなど）　いなど）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたの③生き方にどう適用しますか？（あなたの
どの部分を主は扱おうとしておられますどの部分を主は扱おうとしておられます
か）か）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

①祈り、賛美によって主がここにい
　てくださることを信じ、聖霊様を
　あがめます。　　
②互いの存在を感謝し、尊敬すると
　ころを分かち合いましょう。
③ディボーションの分かち合いをし
　ます。
④セルの目的と働きについてみなで
　共有して、祈り、遣わされて行き
　ましょう。

家族礼拝ガイド
  年長のクリスチャンがリードしてく

ださい。進め方にはいろいろな意見が

出るかもしれませんが、「主に期待す

る」信仰が最も大切です。 いつもの家

族のでいいのです。 　
①この１週間で神様はすばらしいと
　感じたのはどんなこと？
②この１週間でお互いにどんなこと
　を感謝しますか？（または誉めた
　いですか？）１つだけ。
③聖書のみことばから、どんな実践
　をして、またどんな恵みがありま
　したか？　　
④互いの必要のために祈りましょう。

①お互いへの感謝と誉めることを分
かち合いましょう。（２～３つ）

② 1 週間の罪を言い表して悔い改め、
互いに祈りましょう。

③礼拝メッセージの分かち合いをし
ます。
  礼拝メッセージの分かち合いが難
しい場合はディボーションの分かち
合い（なるべく短く）　　　

④預言の祈り（主の御心を宣言して
祈り）をします。　

セル　ガイド



　 
12:1 【主】はアブラムに言われた。「あなた
は、あなたの土地、あなたの親族、あなたの
父の家を離れて、わたしが示す地へ行きなさ
い。
12:2 そうすれば、わたしはあなたを大いなる
国民とし、あなたを祝福し、あなたの名を大
いなるものとする。あなたは祝福となりなさ
い。
12:3 わたしは、あなたを祝福する者を祝福し、
あなたを呪う者をのろう。地のすべての部族
は、あなたによって祝福される。」
12:4 アブラムは、【主】が告げられたとおり
に出て行った。ロトも彼と一緒であった。ハ
ランを出たとき、アブラムは七十五歳であっ
た。
12:5 アブラムは、妻のサライと甥のロト、ま
た自分たちが蓄えたすべての財産と、ハラン
で得た人たちを伴って、カナンの地に向かっ
て出発した。こうして彼らはカナンの地に
入った。
12:6 アブラムはその地を通って、シェケムの
場所、モレの樫の木のところまで行った。当
時、その地にはカナン人がいた。
12:7 【主】はアブラムに現れて言われた。
「わたしは、あなたの子孫にこの地を与え
る。」アブラムは、自分に現れてくださった
【主】のために、そこに祭壇を築いた。
12:8 彼は、そこからベテルの東にある山の方
に移動して、天幕を張った。西にはベテル、
東にはアイがあった。彼は、そこに【主】の
ための祭壇を築き、【主】の御名を呼び求め
た。

12:9 アブラムはなおも進んで、ネゲブの方
へと旅を続けた。
　　
　「父の家を出て」とは、父の家の庇護と価値観　「父の家を出て」とは、父の家の庇護と価値観
から離れてという意味もあります。アブラムは守から離れてという意味もあります。アブラムは守
られてはいましたが、その価値観の中に浸っていられてはいましたが、その価値観の中に浸ってい
たのです。それは神第一ではなく、この世と妥協たのです。それは神第一ではなく、この世と妥協
する価値観でした。する価値観でした。
　また異教の地から離れてという意味がありまし　また異教の地から離れてという意味がありまし
た。父の家があったカランは月を神とする偶像礼た。父の家があったカランは月を神とする偶像礼
拝の地なのです。アブラムが神の主権に従う人生拝の地なのです。アブラムが神の主権に従う人生
を進むには、このように父の家から出る必要がを進むには、このように父の家から出る必要が
あったのです。あったのです。
　そして「わたしが示す地へ」とは、神さまの計　そして「わたしが示す地へ」とは、神さまの計
画にある地ですが、それがどこであるかはまだわ画にある地ですが、それがどこであるかはまだわ
かりませんでした。このように神様は「どの道かかりませんでした。このように神様は「どの道か、、
どの選択肢か」という具体的な指示を与える前にどの選択肢か」という具体的な指示を与える前に、、
ご自身に従うかどうかを問われます。大切なのはご自身に従うかどうかを問われます。大切なのは
この点なのです。神への信頼や従順がなくて、見この点なのです。神への信頼や従順がなくて、見
える結果だけが合っていても意味がないのです。える結果だけが合っていても意味がないのです。
　神様はアブラムが従順であるなら、「祝福しよ　神様はアブラムが従順であるなら、「祝福しよ
う」とおおせられますし、また「地上のすべてのう」とおおせられますし、また「地上のすべての
民族は」と信仰の父とすることを約束なさってい民族は」と信仰の父とすることを約束なさってい
ます。ます。
　アブラムは財産もありましたから、人生にリス　アブラムは財産もありましたから、人生にリス
クを負うことは普通では難しかったでしょう。まクを負うことは普通では難しかったでしょう。ま
た高齢でもありました。しかし、彼の信仰はそれた高齢でもありました。しかし、彼の信仰はそれ
らにまさっていたのです。その証として彼は事あらにまさっていたのです。その証として彼は事あ
るごとに記念の祭壇を築き礼拝しました。るごとに記念の祭壇を築き礼拝しました。
　私たちは、自分の人生と信仰に関しては自分で　私たちは、自分の人生と信仰に関しては自分で
決断する必要があります。親や先輩には感謝しつ決断する必要があります。親や先輩には感謝しつ
つも、親ではなく自分の信仰で主に従いましょうつも、親ではなく自分の信仰で主に従いましょう。。
またリスクがあっても従いましょう。それは祝福またリスクがあっても従いましょう。それは祝福
への道です。また神のご計画を担うという栄誉にへの道です。また神のご計画を担うという栄誉に
あずかる道でもあるのです。あずかる道でもあるのです。

　　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

２２日　月曜

　創世記



12:10 その地に飢饉が起こったので、アブラ
ムは、エジプトにしばらく滞在するために
下って行った。その地の飢饉が激しかったか
らである。
12:11 彼がエジプトに近づいて、その地に
入って行こうとしたとき、妻のサライに言っ
た。「聞いてほしい。私には、あなたが見目
麗しい女だということがよく分かっている。
12:12 エジプト人があなたを見るようになる
と、『この女は彼の妻だ』と言って、私を殺
し、あなたを生かしておくだろう。
12:13 私の妹だと言ってほしい。そうすれば、
あなたのゆえに事がうまく運び、あなたのお
かげで私は生き延びられるだろう。」
12:14 アブラムがエジプトにやって来たとき、
エジプト人はサライを見て、非常に美しいと
思った。
12:15 ファラオの高官たちが彼女を見て、
ファラオに彼女を薦めたので、サライはファ
ラオの宮廷に召し入れられた。
12:16 アブラムにとって、物事は彼女のゆえ
にうまく運んだ。それで彼は、羊の群れ、牛
の群れ、ろば、それに男奴隷と女奴隷、雌ろ
ば、らくだを所有するようになった。
12:17 しかし、【主】はアブラムの妻サライ
のことで、ファラオとその宮廷を大きなわざ
わいで打たれた。
12:18 そこで、ファラオはアブラムを呼び寄
せて言った。「あなたは私に何ということを
したのか。彼女があなたの妻であることを、
なぜ私に告げなかったのか。
12:19 なぜ、『私の妹です』と言ったのか。

だから、私は彼女を自分の妻として召し入
れたのだ。さあ今、あなたの妻を連れて、
立ち去るがよい。」
12:20 ファラオがアブラムについて家来に命
じたので、彼らは彼を、妻と、所有するす
べてのものと一緒に送り出した。
　　
　信仰の父アブラム（後にアブラハム）ではあっ　信仰の父アブラム（後にアブラハム）ではあっ
ても、この世の現実の中に生きなければなりませても、この世の現実の中に生きなければなりませ
んでした。激しいききんがあったのです。彼は主んでした。激しいききんがあったのです。彼は主
に導かれた土地の人々とその苦しみを共にするとに導かれた土地の人々とその苦しみを共にすると
いう選択肢もあったのですが、一族と使用人たちいう選択肢もあったのですが、一族と使用人たち
のことへの責任感からか、場所を変えることを選のことへの責任感からか、場所を変えることを選
びました。びました。
　また信仰のために良い土地柄を選ぶ必要もあり　また信仰のために良い土地柄を選ぶ必要もあり
ましたが、現実的にはしょうがなくエジプトを選ましたが、現実的にはしょうがなくエジプトを選
びました。そして主の守りを固く信じて嘘偽りのびました。そして主の守りを固く信じて嘘偽りの
ない道を選ぶこともできましたが、妻を守るためない道を選ぶこともできましたが、妻を守るため
に嘘を言ったわけです。に嘘を言ったわけです。
　彼を不信仰と一言で言ってしまうのは簡単です　彼を不信仰と一言で言ってしまうのは簡単です
が、彼の側に立てば、苦渋の選択をせざるを得なが、彼の側に立てば、苦渋の選択をせざるを得な
かったとも言えるでしょうし、また私たちも同じかったとも言えるでしょうし、また私たちも同じ
ような立場に立たされることもあるのではないでような立場に立たされることもあるのではないで
しょうか。しょうか。
　主はアブラムを咎めもせずに守ってくださいま　主はアブラムを咎めもせずに守ってくださいま
した。同じように主は弱い信仰の者をも守ってくした。同じように主は弱い信仰の者をも守ってく
ださいます。ならば私たちも弱いままで良いのでださいます。ならば私たちも弱いままで良いので
しょうか。主はこの後、アブラムを数々の試練にしょうか。主はこの後、アブラムを数々の試練に
合わせられます。アブラムは成長し、強められ、合わせられます。アブラムは成長し、強められ、
信仰の父になったのです。信仰の父になったのです。
　信仰者の人生にはすばらしい主の使命がありま　信仰者の人生にはすばらしい主の使命がありま
す。それは「やらなくても良い」という程度のいす。それは「やらなくても良い」という程度のい
い加減なものではなく、必須科目です。そしてそい加減なものではなく、必須科目です。そしてそ
れは最大の祝福であり栄誉なのです。れは最大の祝福であり栄誉なのです。
　そのために私たちは成長し、強くなる必要があ　そのために私たちは成長し、強くなる必要があ
りますから、試練は当然あるのです。ではまだ弱りますから、試練は当然あるのです。ではまだ弱
い信仰のときはどうなるのでしょうか。神は丁度い信仰のときはどうなるのでしょうか。神は丁度
良い訓練を与えてくださるのです。アブラムの良い訓練を与えてくださるのです。アブラムの

ケースのように。しかもちゃんと守ってくだケースのように。しかもちゃんと守ってくだ
さりつつ。さりつつ。
　使命を受け止め、成長をめざし、前進しつ　使命を受け止め、成長をめざし、前進しつ
つ、主からの祝福と栄誉を受け取りましょうつ、主からの祝福と栄誉を受け取りましょう。。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

２３日　火曜

 創世記



13:1 そこで、アブラムはエジプトを出て、ネ
ゲブに上った。妻と、所有するすべてのもの
と、ロトも一緒であった。
13:2 アブラムは家畜と銀と金を非常に豊かに
持っていた。
13:3 彼はネゲブからベテルまで旅を続けて、
ベテルとアイの間にある、最初に天幕を張っ
た場所まで来た。
13:4 そこは、彼が以前に築いた祭壇の場所で
あった。アブラムはそこで【主】の御名を呼
び求めた。
13:5 アブラムと一緒に来たロトも、羊の群れ
や牛の群れ、天幕を所有していた。
13:6 その地は、彼らが一緒に住むのに十分で
はなかった。所有するものが多すぎて、一緒
に住めなかったのである。
13:7 そのため、争いが、アブラムの家畜の牧
者たちと、ロトの家畜の牧者たちの間に起
こった。そのころ、その地にはカナン人とペ
リジ人が住んでいた。
13:8 アブラムはロトに言った。「私とあなた
の間、また私の牧者たちとあなたの牧者たち
の間に、争いがないようにしよう。私たちは
親類同士なのだから。
13:9 全地はあなたの前にあるではないか。私
から別れて行ってくれないか。あなたが左な
ら、私は右に行こう。あなたが右なら、私は
左に行こう。」
13:10 ロトが目を上げてヨルダンの低地全体
を見渡すと、【主】がソドムとゴモラを滅ぼ
される前であったので、その地はツォアルに
至るまで、【主】の園のように、またエジプ

トの地のように、どこもよく潤っていた。
13:11 ロトは、自分のためにヨルダンの低地
全体を選んだ。そしてロトは東へ移動した。
こうして彼らは互いに別れた。
13:12 アブラムはカナンの地に住んだ。一方、
ロトは低地の町々に住み、ソドムに天幕を
移した。
13:13 ところが、ソドムの人々は邪悪で、
【主】に対して甚だしく罪深い者たちで
あった。
13:14 ロトがアブラムから別れて行った後、
【主】はアブラムに言われた。「さあ、目
を上げて、あなたがいるその場所から北、
南、東、西を見渡しなさい。
13:15 わたしは、あなたが見渡しているこの
地をすべて、あなたに、そしてあなたの子
孫に永久に与えるからだ。
13:16 わたしは、あなたの子孫を地のちりの
ように増やす。もし人が、地のちりを数え
ることができるなら、あなたの子孫も数え
ることができる。
13:17 立って、この地を縦と横に歩き回りな
さい。わたしがあなたに与えるのだか
ら。」
13:18 そこで、アブラムは天幕を移して、ヘ
ブロンにあるマムレの樫の木のそばに来て
住んだ。そして、そこに【主】のための祭
壇を築いた。　
　　

　「わたしの示す地に行きなさい」と言われた主　「わたしの示す地に行きなさい」と言われた主
の導きで歩んできたアブラムですから、ここでもの導きで歩んできたアブラムですから、ここでも
導きに従順であったことがわかりますし、またそ導きに従順であったことがわかりますし、またそ
れによって正しい選択ができました。れによって正しい選択ができました。
　アブラムとロトには争いはなく、互いに尊重し　アブラムとロトには争いはなく、互いに尊重し
合っていたようですが、財産や人間が多くなって合っていたようですが、財産や人間が多くなって

共に生活するのが困難になりました。この時共に生活するのが困難になりました。この時、、
主に導かれているのはアブラムですから、ロ主に導かれているのはアブラムですから、ロ
トにがまんして従えと言えなくもないでしょトにがまんして従えと言えなくもないでしょ
う。しかし、アブラムは目に見える結果（こう。しかし、アブラムは目に見える結果（こ
の場合は自分の権威）よりも主の御心を行っの場合は自分の権威）よりも主の御心を行っ
たのです。たのです。
またどの地を選ぶかについても、目に見えるまたどの地を選ぶかについても、目に見える
主の場所に固執しないで、主への従順（この主の場所に固執しないで、主への従順（この
場合はロトとの平和）を選んだのです。場合はロトとの平和）を選んだのです。
　もしも、「自分は神の御心を聞いているの　もしも、「自分は神の御心を聞いているの
だから」と自分の選択を押し付けていたら、だから」と自分の選択を押し付けていたら、
ロトとの間に争いが生まれ、カナン人やペリロトとの間に争いが生まれ、カナン人やペリ
ジ人に攻め入られる隙を与えていたでしょうジ人に攻め入られる隙を与えていたでしょう。。
その結果、主に従っているように見えたアブその結果、主に従っているように見えたアブ
ラムが、主の計画を成し遂げられなくなるのラムが、主の計画を成し遂げられなくなるの
です。です。
　何をするか、どこに行くか、誰に権威があ　何をするか、どこに行くか、誰に権威があ
るか、何が決定されたか…そういったことよるか、何が決定されたか…そういったことよ
りも大切なことがあります。それは主に従順りも大切なことがあります。それは主に従順
であり、どんな状態でも主の御心を行うといであり、どんな状態でも主の御心を行うとい
ういことです。ういことです。
　ロトは自分で最善の選択をしたつもりでし　ロトは自分で最善の選択をしたつもりでし
たが、主の御心（すなわち価値観）よりも自たが、主の御心（すなわち価値観）よりも自
分の判断を優先したので、トラブルの地に住分の判断を優先したので、トラブルの地に住
みました。アブラムは主の約束をいただきまみました。アブラムは主の約束をいただきま
した。した。
　　
①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？　④この世にあって何を実践しますか？　
　　

２４日　水曜

　創世記



　14:1 さて、シンアルの王アムラフェル、エ
ラサルの王アルヨク、エラムの王ケドルラオ
メル、ゴイムの王ティデアルの時代のことで
ある。
14:2 これらの王たちは、ソドムの王ベラ、ゴ
モラの王ビルシャ、アデマの王シンアブ、
ツェボイムの王シェムエベル、ベラすなわち
ツォアルの王と戦った。
14:3 この五人の王たちは、シディムの谷、す
なわち塩の海に結集した。
14:4 彼らは十二年間ケドルラオメルに仕えて
いたが、十三年目に背いたのである。
14:5 そして十四年目に、ケドルラオメルと彼
に味方する王たちがやって来て、アシュタロ
テ・カルナイムでレファイム人を、ハムでズ
ジム人を、シャベ・キルヤタイムでエミム人
を、
14:6 セイルの山地でフリ人を打ち破り、荒野
の近くのエル・パランまで進んだ。
14:7 それから彼らは引き返して、エン・ミ
シュパテ、すなわちカデシュに至り、アマレ
ク人の全土と、さらにハツェツォン・タマル
に住んでいるアモリ人を打ち破った。
14:8 そこで、ソドムの王、ゴモラの王、アデ
マの王、ツェボイムの王、ベラすなわちツォ
アルの王は出て来て、シディムの谷で戦う備
えをし、
14:9 エラムの王ケドルラオメル、ゴイムの王
ティデアル、シンアルの王アムラフェル、エ
ラサルの王アルヨクと対峙した。この四人の
王と、先の五人の王とであった。
14:10 シディムの谷には瀝青の穴が多くあり、
ソドムの王とゴモラの王は逃げたとき、その

穴に落ちた。そして、残りの王たちは山の
方に逃げた。
14:11 四人の王たちは、ソドムとゴモラのす
べての財産とすべての食糧を奪って行った。
14:12 また彼らは、アブラムの甥のロトとそ
の財産も奪って行った。ロトはソドムに住
んでいた。
14:13 一人の逃亡者が、ヘブル人アブラムの
ところに来て、そのことを告げた。アブラ
ムは、アモリ人マムレの樫の木のところに
住んでいた。マムレはエシュコルとアネル
の兄弟で、彼らはアブラムと盟約を結んで
いた。
14:14 アブラムは、自分の親類の者が捕虜に
なったことを聞き、彼の家で生まれて訓練
された者三百十八人を引き連れて、ダンま
で追跡した。
14:15 夜、アブラムとそのしもべたちは分か
れて彼らを攻め、彼らを打ち破り、ダマス
コの北にあるホバまで追跡した。
14:16 そして、アブラムはすべての財産を取
り戻し、親類のロトとその財産、それに女
たちやほかの人々も取り戻した。

　当時、この地には数々の支配者とその都市国家　当時、この地には数々の支配者とその都市国家
が存在していました。それらは一国では弱いのでが存在していました。それらは一国では弱いので
連合を作り、敵と争いつつ安定を保とうとしてい連合を作り、敵と争いつつ安定を保とうとしてい
たのです。ロトはそのような都市の一つであるソたのです。ロトはそのような都市の一つであるソ
ドムの近くに住んでいました。古今の都市が人をドムの近くに住んでいました。古今の都市が人を
惹きつけるものは何でしょうか。それは商業など惹きつけるものは何でしょうか。それは商業など
による富の豊かさ、様々な快楽、情報や人との交による富の豊かさ、様々な快楽、情報や人との交
わりなどでしょう。ロトもそれらの恩恵にあずわりなどでしょう。ロトもそれらの恩恵にあず
かっていたでしょうが、それは当然、都市の持つかっていたでしょうが、それは当然、都市の持つ
危険とも隣り合わせだったのです。危険とは競争危険とも隣り合わせだったのです。危険とは競争
であり戦いであり、堕落であり、財産と身に及ぶであり戦いであり、堕落であり、財産と身に及ぶ
ものです。ものです。

　現代も同じで、私たちは社会の恩恵と危険　現代も同じで、私たちは社会の恩恵と危険
を共に受ける可能性があります。ロトが自分を共に受ける可能性があります。ロトが自分
の豊かな生活を優先させて、その価値観でソの豊かな生活を優先させて、その価値観でソ
ドムに生きた例には倣わないようにしましょドムに生きた例には倣わないようにしましょ
う。現代社会に生きながらも、この世の自己う。現代社会に生きながらも、この世の自己
中心的な価値観、神無視の価値観に流されな中心的な価値観、神無視の価値観に流されな
いで、神への従順に生きましょう。いで、神への従順に生きましょう。
　なぜなら、ロトのときのように、危険から　なぜなら、ロトのときのように、危険から
救い出してくださるのは神であり、また神が救い出してくださるのは神であり、また神が
守るのは神によって生きる人々だからです。守るのは神によって生きる人々だからです。
　　
①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

２５日　木曜

　創世記



　14:17 アブラムが、ケドルラオメルと彼に
味方する王たちを打ち破って戻って来たとき、
ソドムの王は、シャベの谷すなわち王の谷ま
で、彼を迎えに出て来た。
14:18 また、サレムの王メルキゼデクは、パ
ンとぶどう酒を持って来た。彼はいと高き神
の祭司であった。
14:19 彼はアブラムを祝福して言った。「ア
ブラムに祝福あれ。いと高き神、天と地を造
られた方より。
14:20 いと高き神に誉れあれ。あなたの敵を
あなたの手に渡された方に。」アブラムはす
べての物の十分の一を彼に与えた。
14:21 ソドムの王はアブラムに言った。
「人々は私に返し、財産はあなたが取ってく
ださい。」
14:22 アブラムはソドムの王に言った。「私
は、いと高き神、天と地を造られた方、
【主】に誓う。
14:23 糸一本、履き物のひも一本さえ、私は
あなたの所有物から何一つ取らない。それは、
『アブラムを富ませたのは、この私だ』とあ
なたが言わないようにするためだ。
14:24 ただ、若い者たちが食べた物と、私と
一緒に行動した人たちの取り分は別だ。アネ
ルとエシュコルとマムレには、彼らの取り分
を取らせるように。」
　　
　アブラムの戦力が連合国の軍隊に勝るはずもあり　アブラムの戦力が連合国の軍隊に勝るはずもあり
ませんが、ロトへの無条件の愛のゆえに、また神様ませんが、ロトへの無条件の愛のゆえに、また神様
からの祝福の約束のゆえに戦いに出てゆき、見事にからの祝福の約束のゆえに戦いに出てゆき、見事に
勝利しました。これに対して、メルキゼデク王は真勝利しました。これに対して、メルキゼデク王は真
の祭司でもあったので、これは神の勝利であることの祭司でもあったので、これは神の勝利であること
を告白し、その神のゆえにアブラムを祝福しましたを告白し、その神のゆえにアブラムを祝福しました。。

そしてアブラムは、神への感謝のゆえに、祭司とそしてアブラムは、神への感謝のゆえに、祭司と
しての働きを敬い、メルキゼデクにささげ物をししての働きを敬い、メルキゼデクにささげ物をし
たのです。たのです。
　一方ソドムの王は神なき価値観で行動していま　一方ソドムの王は神なき価値観で行動していま
す。始めの段階でソドムは敗戦国です。古代ではす。始めの段階でソドムは敗戦国です。古代では
アブラムのように勝利を収めるなら、そのまま国アブラムのように勝利を収めるなら、そのまま国
の支配者になってもおかしくありません。またはの支配者になってもおかしくありません。または
相当の財産や領土や奴隷を要求するものです。し相当の財産や領土や奴隷を要求するものです。し
かし、ソドムの王が言った「取ってください」はかし、ソドムの王が言った「取ってください」は
命令形で、彼が威厳を保ったままアブラムと取引命令形で、彼が威厳を保ったままアブラムと取引
きをして、譲歩を引き出そうとしていることがわきをして、譲歩を引き出そうとしていることがわ
かります。そこには神への感謝や畏敬はなく、たかります。そこには神への感謝や畏敬はなく、た
だ自分を守るために、目に見える部分で画策してだ自分を守るために、目に見える部分で画策して
いる人間の姿があるのです。いる人間の姿があるのです。
　アブラムは、支配者になることもせず、また財　アブラムは、支配者になることもせず、また財
産を手に入れることもしませんでした。ただ、主産を手に入れることもしませんでした。ただ、主
の栄光を表し、「自分富ませたのはソドムの王での栄光を表し、「自分富ませたのはソドムの王で
はなく、全能の神である」という証を選んだのではなく、全能の神である」という証を選んだので
す。す。
　また、だからと言って自分の行動を、他の立場　また、だからと言って自分の行動を、他の立場
の人にまで押し付けませんでした。同盟を結んでの人にまで押し付けませんでした。同盟を結んで
いたアネルとエシュコルとマムレには、ふさわしいたアネルとエシュコルとマムレには、ふさわし
い取り分を要求したのです。い取り分を要求したのです。
　メルキゼデクのように神のみわざに目を向けま　メルキゼデクのように神のみわざに目を向けま
しょう。アブラムのように、神の働き人を尊重ししょう。アブラムのように、神の働き人を尊重し
助けましょう。また良識ある行動によって平和と助けましょう。また良識ある行動によって平和と
証を立てましょう。証を立てましょう。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

２６日　金曜

　創世記



15:1 これらの出来事の後、【主】のことばが
幻のうちにアブラムに臨んだ。「アブラムよ、
恐れるな。わたしはあなたの盾である。あな
たへの報いは非常に大きい。」
15:2 アブラムは言った。「【神】、主よ、あ
なたは私に何を下さるのですか。私は子がな
いままで死のうとしています。私の家の相続
人は、ダマスコのエリエゼルなのでしょう
か。」
15:3 さらに、アブラムは言った。「ご覧くだ
さい。あなたが子孫を私に下さらなかったの
で、私の家のしもべが私の跡取りになるで
しょう。」
15:4 すると見よ、【主】のことばが彼に臨ん
だ。「その者があなたの跡を継いではならな
い。ただ、あなた自身から生まれ出てくる者
が、あなたの跡を継がなければならない。」
15:5 そして主は、彼を外に連れ出して言われ
た。「さあ、天を見上げなさい。星を数えら
れるなら数えなさい。」さらに言われた。
「あなたの子孫は、このようになる。」
15:6 アブラムは【主】を信じた。それで、そ
れが彼の義と認められた。
15:7 主は彼に言われた。「わたしは、この地
をあなたの所有としてあなたに与えるために、
カルデア人のウルからあなたを導き出した
【主】である。」
15:8 アブラムは言った。「【神】、主よ。私
がそれを所有することが、何によって分かる
でしょうか。」
15:9 すると主は彼に言われた。「わたしのと
ころに、三歳の雌牛と、三歳の雌やぎと、三

歳の雄羊と、山鳩と、鳩のひなを持って来
なさい。」
15:10 彼はそれらすべてを持って来て、真っ
二つに切り裂き、その半分を互いに向かい
合わせにした。ただし、鳥は切り裂かな
かった。
15:11 猛禽がそれらの死体の上に降りて来た。
アブラムはそれらを追い払った。
　　
　「これらの出来事の後」とあるように、神は信　「これらの出来事の後」とあるように、神は信
仰者の従いや成長に合わせて御声をくださり、ま仰者の従いや成長に合わせて御声をくださり、ま
た計画を教えてくださいます。また「恐れるな」た計画を教えてくださいます。また「恐れるな」
というように、安心と希望がともなっています。というように、安心と希望がともなっています。
　しかし、アブラムに子どもがいないということ　しかし、アブラムに子どもがいないということ
は、その約束も成り立たず、彼にはそれが一番のは、その約束も成り立たず、彼にはそれが一番の
心配でした。主は天の星を見上げさせてビジョン心配でした。主は天の星を見上げさせてビジョン
を示しました。そこでアブラハムは、心配な現実を示しました。そこでアブラハムは、心配な現実
や常識的な見通しではなく、主ご自身を信じたのや常識的な見通しではなく、主ご自身を信じたの
です。私たちも「主を」信じる必要があります。です。私たちも「主を」信じる必要があります。
それも、自分に都合の良いことをしてくださる主それも、自分に都合の良いことをしてくださる主
ではなく、最善なご計画を成し遂げてくださる、ではなく、最善なご計画を成し遂げてくださる、
全能の主権者であられる「主」です。全能の主権者であられる「主」です。
　「どのようにして」ということばは、マリアが　「どのようにして」ということばは、マリアが
天使に問うたことばを思い起こさせます。疑って天使に問うたことばを思い起こさせます。疑って
いるのではなく、より深い理解と強い確信を得たいるのではなく、より深い理解と強い確信を得た
いということでしょう。（アブラムも後に確信がいということでしょう。（アブラムも後に確信が
揺らいでしまうこともあったのですから。）私た揺らいでしまうこともあったのですから。）私た
ちも謙遜になって、より強い信仰のために主のみちも謙遜になって、より強い信仰のために主のみ
わざと答えを求めて良いのです。わざと答えを求めて良いのです。
　それに対して神様は、現実的な証拠を示すより　それに対して神様は、現実的な証拠を示すより
も、ご自身の熱心を表されました。すなわち、当も、ご自身の熱心を表されました。すなわち、当
時行われていた契約の方法に倣って、「破った場時行われていた契約の方法に倣って、「破った場
合は動物のように死である」「このように命をか合は動物のように死である」「このように命をか
ける」と、その誠実を表したのです。ける」と、その誠実を表したのです。
　確かに新約の光から見るなら、アブラハムの信　確かに新約の光から見るなら、アブラハムの信
仰の子孫が与えられるためには、命が犠牲にされ仰の子孫が与えられるためには、命が犠牲にされ
ました。すなわち十字架のイエス様、神ご自身のました。すなわち十字架のイエス様、神ご自身の
犠牲です。主のご計画に進むために、私たちはあ犠牲です。主のご計画に進むために、私たちはあ

まりにも見える確証を要求しすぎかもしれままりにも見える確証を要求しすぎかもしれま
せん。主の十字架の犠牲と誠実さ、その熱心せん。主の十字架の犠牲と誠実さ、その熱心
を思い、主を信頼すべきです。を思い、主を信頼すべきです。
　また「追い払った」とあるように、主の約　また「追い払った」とあるように、主の約
束はよく注意を払い、（サタンによって）取束はよく注意を払い、（サタンによって）取
り去られないようにする必要もあります。り去られないようにする必要もあります。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？

２７日　土曜

　創世記



　15:12 日が沈みかけたころ、深い眠りがア
ブラムを襲った。そして、見よ、大いなる暗
闇の恐怖が彼を襲った。
15:13 主はアブラムに言われた。「あなたは、
このことをよく知っておきなさい。あなたの
子孫は、自分たちのものでない地で寄留者と
なり、四百年の間、奴隷となって苦しめられ
る。
15:14 しかし、彼らが奴隷として仕えるその
国を、わたしはさばく。その後、彼らは多く
の財産とともに、そこから出て来る。
15:15 あなた自身は、平安のうちに先祖のも
とに行く。あなたは幸せな晩年を過ごして葬
られる。
15:16 そして、四代目の者たちがここに帰っ
て来る。それは、アモリ人の咎が、その時ま
でに満ちることがないからである。」
15:17 日が沈んで暗くなったとき、見よ、煙
の立つかまどと、燃えているたいまつが、切
り裂かれた物の間を通り過ぎた。
15:18 その日、【主】はアブラムと契約を結
んで言われた。「あなたの子孫に、わたしは
この地を与える。エジプトの川から、あの大
河ユーフラテス川まで。
15:19 ケニ人、ケナズ人、カデモニ人、
15:20 ヒッタイト人、ペリジ人、レファイム
人、
15:21 アモリ人、カナン人、ギルガシ人、エ
ブス人の地を。

　祝福の約束をもらったアブラムでしたが、夢うつ　祝福の約束をもらったアブラムでしたが、夢うつ
つのような状態のときに、急に不安に襲われましたつのような状態のときに、急に不安に襲われました。。
誰もおなじような経験があるでしょう。そのような誰もおなじような経験があるでしょう。そのような
ときは祈って、神様の声を聞くチャンスです。不安ときは祈って、神様の声を聞くチャンスです。不安

の解決が動機でもかまいませんから、とにかく祈の解決が動機でもかまいませんから、とにかく祈
ることです。主はそこから重要で必要なことを教ることです。主はそこから重要で必要なことを教
えてくださいます。えてくださいます。

　アブラムには、その漠然とした恐怖の源につい　アブラムには、その漠然とした恐怖の源につい
て教えられます。それは子孫がエジプトで奴隷とて教えられます。それは子孫がエジプトで奴隷と
して苦しめられることを意味します。しかし、そして苦しめられることを意味します。しかし、そ
の後の開放と勝利も約束されます。悪いことは起の後の開放と勝利も約束されます。悪いことは起
こりうるものです。それに目を閉じて考えないよこりうるものです。それに目を閉じて考えないよ
うにすることが、信仰ではありません。事実は受うにすることが、信仰ではありません。事実は受
け入れつつ、それを越える神の勝利を約束としてけ入れつつ、それを越える神の勝利を約束として
信じることです。信じることです。
　エモリ人とは、やがてイスラエル人が戦い取っ　エモリ人とは、やがてイスラエル人が戦い取っ
て定住するカナンの地の先住民族です。「咎が…て定住するカナンの地の先住民族です。「咎が…
満ちる」とは彼らが罪深いゆえに滅ぼされるとい満ちる」とは彼らが罪深いゆえに滅ぼされるとい
うということで、そういう一面もあるのです。さうということで、そういう一面もあるのです。さ
ばきの神というだけではなく、周辺の善良な人々ばきの神というだけではなく、周辺の善良な人々
を守るという愛の行使でもあります。神様や信仰を守るという愛の行使でもあります。神様や信仰
というものを一面だけでとらえず、神様の大きなというものを一面だけでとらえず、神様の大きな
ご計画に目を留めましょう。ご計画に目を留めましょう。
　「切り裂かれたものの間を通り過ぎた」とあり　「切り裂かれたものの間を通り過ぎた」とあり
ますが、それは当時の契約の習慣で、もしも破るますが、それは当時の契約の習慣で、もしも破る
ようなことがあればこのような切り裂かれるといようなことがあればこのような切り裂かれるとい
う、厳粛な意味で、神様のアブラムへの約束の真う、厳粛な意味で、神様のアブラムへの約束の真
剣さを表すものです。剣さを表すものです。
　不安なときこそ祈り、平安の約束をいただきま　不安なときこそ祈り、平安の約束をいただきま
しょう。それを真剣に成し遂げてくださる神を信しょう。それを真剣に成し遂げてくださる神を信
じ抜きましょう。　じ抜きましょう。　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

２８日　日曜

　創世記


